
 

 

 

 

 

                            

                            

                             

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 4 月 1 日 発行 ■ 尾花沢地区公民館 （℡ 23-2016・Fax 24-0383） 

〒999-4225 若葉町 1 丁目 4 番 27 号 (サルナート内事務室)  E‐mail：oba_k@city.obanazawa.yamagata.jp   

６日(水) 春の交通安全運動出発式 

７日(木) 尾花沢小学校・尾花沢中学校入学式 
 

春の交通安全運動 
●実施期間 ４月６日㈬～４月１５日㈮ 

４月１０日㈰は、「交通事故死ゼロを目指す日」です。 

交通安全「互いに守る 思いやり」県民運動 
～ 新型コロナウイルス感染症防止対策  

に万全を期して推進しよう ～ 

令和4年度 

■防犯協会尾花沢支部■ 

 ３月８日(火)に、防犯協会尾花沢支部鈴木勲支
部長が尾花沢小学校を訪れ、この春入学する新一
年生 56 名分の『防犯ブザー』を校長先生に手渡
しました。 
 防犯ブザーは、子どもたちの安全を願い毎年贈
呈しているものですが、防犯の一番は、地区の皆
さんが見守る“地域の目”です。子どもたちの登下
校時の見守りをよろしくお願い致します。 

令和 4 年度の人事異動に伴い尾花沢地区公民館

の職員体制が次のように変わりました。どうぞ

よろしくお願い致します。 

 

≪ご退職≫ 館 長 斎藤 晃 
(４年間ありがとうございました。)  

≪転 出≫ 副館長 渡辺 美由紀 (農業委員会へ) 

（１年間という短い期間でしたがお世話になりました。） 

 

≪転入≫ 館 長 佐藤 重光 (宮沢地区公民館より) 

副館長 齊藤 麻美 (総務課より) 
 

 

 

■交通安全協会尾花沢支部■ 

 ３月３日(木)に、交通安全協会尾花沢支部、佐藤幸
作副支部長が尾花沢小学校を訪れ、この春入学する
新一年生 56 名分の『交通安全グッズ』を校長先生に
手渡しました。 
 交通安全グッズの贈呈は、子どもたちの交通安全
を願い毎年実施しているもので、特に新入児童の無
事故を願って黄色の傘や反射テープなどを贈呈して
います。 

開催日時：4月～11 月 
       午後 7 時 30 分～午後 9 時 
場  所：サルナート 
対  象：小学 4 年生以上・中・高・一般 
募集人員：３０名 
参 加 費：８００円（保険料） 
申 込 み：申込み用紙に記入の上、会費を 

添えて 4 月 28 日(木)まで尾花沢 
地区公民館にお申込み下さい。 

※申込用紙は尾花沢地区公民館にあります。 

〔問合せ〕Tel23-2016・Fax24-0383 
（尾花沢地区公民館） 

 
新型コロナウイルス感染防止の関係で練習日程は未定

です。決まりしだい申込者へご連絡いたします。 



 尾花沢地区の人口と世帯 
(R3.3/１現在)   (前月比) 
男 性：3,355 人 (＋ ４) 
女 性：3,567 人 (± ０) 
合 計：6,922 人 (＋ ４) 
世帯数：2,579 世帯(＋ ８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 文化が成長産業となった「文化産業」の時代の文化と「まち」のありかたを問う。 

・「まち」は魅力であふれねばなりません。 

・住む人びとが誇れる「まち」でなければなりません。 

  そういう「まち」には、すぐれた芸術家が住み、クリエーティブ（創造的、独創的）な仕事に励むにちがい

ありません。そこに豪華にひらく花一輪にも似た文化を「一輪文化」とよぶならば、この「一輪文化」をこの

「まち」に定着させるのは、鑑賞意欲と能力をもった多数の市民、「一輪文化」と相並ぶ「草の根文化」です。 

 「一輪文化」ばかりを育て、「草の根文化」を軽視もしくは無視することの誤りは、「一輪文化」を踏みつぶす

のが間違いであるのと同様に罪深い。両者は相補う関係にあります。 

  しかし、「草の根文化」は圧迫され踏みにじられているからこそ、その振興を叫ばずにはおられません。世

界の第一級文化指向性がへんぺんたるローカル文化を見下し、殺していいという理由はありません。 

「一輪文化」と「草の根文化」の相互依存との関連は、「一輪文化」を受容したいし、「草の根文化」に参加し

たいのです。 

だが、そのためには貧乏と多忙を追放しなければなりません。カネもヒマもなくて、文化が生活に根づくは

ずはありません。とはいえ、「草の根文化」は安上がりをたてまえとしており、参加する喜びです。人と人と

の交わりの中に、批判が、友情が、連帯が芽ばえます。「連帯する市民」の原型が育ちます。尾花沢の文化は、

そのような市民によって支えられます。しかし、文化の主人公は市民自身であるという自覚は乏しい。文化の

生産者が不在のまま、文化の消費者ばかりあふれており、あたかも荒廃する農業のなかで「真実の百姓」が激

減していったように「精神の百姓」も少数です。それはひとり市民の課題だけではありません。産業人もまた

それをめざしてほしいと願うのです。 

                  （文責  山形県地域史研究協議会長  梅 津 保 一） 

 

 

3 月 11 日(金) 東光館を会場に、今年度最後

となる『おたっしゃ教室⑥』が行われました。 

令和 3 年度は、コロナ対策の為、参加される

方には、感染対策を講じてもらいの教室でした

が、「４回しか参加できなかったが楽しかった」 

「今までに無かった講座があり、勉強になった。」

「コロナ禍で参加人数は少なかったけど、先生方

教え方上手でとても楽しかった。又参加した

い！」などの感想が聞かれ、みなさん元気に 

体を動かしていました。次回もみなさんの健康を

維持出来る様に教室を計画できればと思います。 

新型コロナウイルス感染予防に! 


